
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 ３００３ 

令和５年度 工業科 

 

教科 工業 科目 電子機械 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書 「電子機械」 （実教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・工業技術の発達と工業と社会のかかわりで電子機械技術の歴史を理解させる。 

・国際化への対応とものづくりの技術倫理で企業の社会的責任と技術者としての心得を理解させ

る。 

 

 

２ 学習の到達目標 

1電子機械とは何か、また産業社会や生活にどのように生かされているかを理解する。  

2電子機械を構成する各分野の基礎的な知識と技術を理解する。   

3電子機械技術がシステム的、総合的に構成されている技術であることを理解する。  

4システムを作り出す発想力と創意工夫を養い、ものづくりに取り組む態度を身に付ける。 

  

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

身近な電子機械に関

心をもち，それが人間

生活・社会生活にとっ

て，どんな役割をもっ

ているかを理解しよ

うとする。とくに生産

工場における電子機

械の活用について，意

欲的に探究し，考える

態度をもっている。 

社会生活や人間の生

産活動が社会全体に

与える影響について

考察するとともに，電

子機械が，省エネルギ

ー化や環境の保全に

どのように貢献して

いるかを考える。また

産業界での電子機械

の活用を探究できる。 

身近な電子機械の具

体例を調べたり，産

業界での活用につい

て発表できる。また，

エネルギーや環境保

全に果たしている技

術について調査でき

る。 

電子機械が，メカト

ロニクスによって，

設計され製造されて

いる製品であること

が理解でき、それら

がセンサ，アクチュ

エータ制御器の働き

によることが理解で

きる。生産ラインの

構造や電子機械の役

割について理解でき

る。 

評
価
方
法 

・小テストの結果 

・定期考査結果 

・学習状況の観察 

・提出物 

・小テストの結果 

・定期考査結果 

・学習状況の観察 

・提出物 

・小テストの結果 

・定期考査結果 

・学習状況の観察 

・提出物 

・小テストの結果 

・定期考査結果 

・学習状況の観察 

・提出物 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に 5段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

産
業
社
会
・機
械
の
機
構
と
伝
達 

 

第2

章 

機
械
の
機
構
と
運
動
の
伝
達 

 

１
．
機
械
の
運
動 

 

２
．
機
械
の
機
構 

 

３
．
基
本
的
な
機
械
要
素 

第 1 章  

電子機械と産業社会 

 １．身近な電子機械 

 ２．電子機械と生産ライン 

 

第 2 章  

機械の機構と運動の伝達 

 １．機械の運動 

 ２．機械の機構 

 ３．基本的な機械要素 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

ａ：・電子機械が社会生活や産業

において果たしている役割を身

近な例を挙げて把握させる。 

  

ｂ：・機械の運動と運動を交換・

伝達する機構について基本的な

知識を理解させる。 

ｃ：・ねじ・歯車を実際に選択・

活用できるようにする。 

ｄ：・歯車・ﾘﾝｸ・ｶﾑ・ねじ等の

機構について、仕組と特徴を理解

させる。 

 

２
学
期 

セ
ン
サ
・ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ 

第３章 

ｾﾝｻとｱｸﾁｭｴｰﾀの基礎 

 １．センサの基礎 

 ２．機械量を検出するセンサ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

  

 

○ 

○ 

ａ：・センサは制御対象となる物

理量を検出し、電気量に変換する

機能を把握させる。 

ｂ：・量・温度・光センサなどを

理解させる。 

ｃ：・アクチュエータとは何かを

理解させる。  

ｄ：・アクチュエータと駆動させ

るために必要な回路の基礎を理

解させる。 

・機械を駆動させる要素とし

て、アクチュエータの動作原理を

理解させる。  

 

シ
ー
ケ
ン
ス
制
御 

第４章  

シーケンス制御の基礎 

 １．制御の基礎 

 ２．シーケンス制御回路の基礎 

 ３．プログラマブルコントローラ 

 ４．シーケンス制御の実際 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

ａ：・自動制御の定義およびその

種類と特徴を理解させる。 

ｂ：・ｼｰｹﾝｽの働きと図記号を理

解させ、ｼｰｹﾝｽ図を読め・描ける

ようにする。 

ｃ：・PC の構成を理解し、制御

に活用する結線方法やﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの

作成を理解させる。 

ｄ：・ｼｰｹﾝｽ制御の基礎回路を理

解させ、使用機械の選択ができる

ようにする。  

 



 

※令和３年度以前入学生用 

２
学
期 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御 

第５章 コンピュータ制御の基礎 

 １．制御用ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの概要・構成 

 ２．ｲﾝﾀﾌｪｰｽとﾃﾞｰﾀ伝送規格 

 ３．コンピュータによる制御 

 ４．制御プログラム 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

 ａ：・制御用コンピュータの構成

と特徴を理解させる。 

ｂ：・ｲﾝﾀﾌｪｰｽ･ﾃﾞｰﾀ伝送原理を理

解させる。 

ｃ：・コンピュータによる機械制

御の構成およびデータの入出力

方法・簡単な入出力プログラムを

作成させる。  

 

３
学
期 

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
活
用 

第６章 メカトロニクスの活用 

 １．電子機械設計の概要 

 

○ 

   ａ：・メカトロニクスの活用につ

いて、電子機械設計の方法の概要

を理解させる。 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


